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かし、得点を重ねていくが、対する韓国チームも強い体を生かしたPVプレーで

得点を重ね、一進一退の攻防を繰り広げていく。ラスト5分で両チームとも

治田　大成

窪田　礼央

安平　光佑

中谷　仁義

退場者が出たが、今回唯一の中学生プレーヤー西原の好セーブと牧野・

　日本チームのゲームメーカー安平が怪我により、７mのみの出場となるアク

エース窪田と左腕RW中谷である。韓国チームの退場をきっかけにロング・ミドル

シュートを立て続けに決め日本チームを引っ張り、中谷の巧みなサイドシュートで

前半の流れを完全に奪った。

　後半に入ると、韓国の高いDFをCB左腕榎本を中心に持ち前の機動量を生か

中谷が韓国チームの隙を確実に仕留め、21－20で日本がゲームを制した。
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韓国戦に臨むことができたのは大きい。また、左腕エース蔦谷をはじめとする

西原　雄聖

榎本、中谷、治田・大津、５名のサウスポーの成長も注目すべき点である。

シデントに見舞われたが、選手それぞれの長所を生かしたチームプレーで
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石田　知耀
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牧野渓一郎

ペースでゲームが展開された。その膠着状態を打破したのは、日本チーム
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　【　第２０回 日韓スポーツ交流男子・受入　】

　日韓交流戦男子日本ラウンドは、開始５１秒で左腕エース蔦谷の豪快な
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攻撃できず、攻めきれない場面が続いた。かたや日本も緊張感からパスミス

やシュートミスが続き、スタートから１０分間で3対４、15分間で5対５というスロー
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ミドルシュートでスタートした。韓国チームもゲームメーカーである、0
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大原　雅広報告記入者　：

たが、男女共、日本ラウンド勝利、韓国ラウンド引き分けという、韓国に負けず

この将来有望な選手たちの今後の活躍に注目していきたい。

廣上　永遠

CBのキレのあるジャンプシュートやRBのカットインで応戦していたが、

日本チームの長身、窪田・内田、青の強いプレッシャーに対し、思うように

　男子日本ラウンド終了をもって、本年度男女日韓交流事業の終わりを迎え

事業を終えることができた。これも選手たちの努力や成長によるものであり、
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